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審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

食道癌治療において放射線照射は重要な役割を担うが，一方で術後の呼吸器合併症が

高率である。放射線照射による急性肺障害の発生機序に関してはいまだ不明な点が多い

が，肺胞隔壁及び肺胞内へのマクロファージ，リンパ球，好中球などの炎症細胞浸潤の

関与が指摘されている。 

食道癌術前治療が周術期生体反応に及ぼす影響，特に呼吸器合併症への関与について

術前化学放射線療法施行群（NACRT 群），術前化学療法施行群（NAC 群），術前治療

なし群（SA 群）の 3 群間で，SIRS 診断基準項目の推移，SIRS 期間，術後合併症発生

率に着目し検討した。放射線胸部照射が急性期肺障害に与える影響について，C57BL/

6・8 週齢，雄性マウスを用いて，8Gy の全胸郭照射を施行。放射線照射後の肺組織に

おける変化，Lipopolysaccharide（LPS）投与による，Second Attack モデルでの検討にお

いて，特に HMGB-1 に着目し急性肺障害の病態形成における炎症細胞の役割について

検討を行った。また，急性肺障害に関与するメディエーターとして High Mobility Grou

p Box Protein-1(HMGB-1)に着目して，食道癌周術期において果たす役割を解明すると

ともに，治療標的としての有用性を検討した。 

検討の結果として，NACRT 群は周術期肺酸素化能の低下，SIRS 合併期間に影響を与

え術後人工呼吸器管理を要する重症呼吸器合併症率が有意に高かった。 

また HMGB-1 は，重症呼吸器合併症の発症に深く関与しているメディエーターである
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とともに術前治療効果を反映する重要な因子であることが示された。 

重症呼吸器合併症の High risk 症例は，術前血清中 HMGB-1 高値，あるいは組織中 H

MGB-1 高発現症例であり，術前化学放射線療法を施行された症例においては，抗 HMG

B-1 療法が重症呼吸器合併症に対する治療戦略となり得る可能性が示唆された。 

よって，本論文の学術的価値は高く博士（医学）として合格と判断した。 

 


